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研究成果の概要（和文）：(1)英語学習初期に，学習者の英語学習の動機づけを高める研究と教科内容言語統合
型学習の日本への文脈化を図る研究に関してだが，小学校での最初のアルファベット指導が，学習指導要領上，
国語科でのローマ字指導で，しかも，指導時間が４時間と少なく，ほとんどの児童が，未消化である現実があっ
た。他教科連携型で，国語，書写，図工の授業で，各教科の特性を活かし，10時間確保すれば，かなりの学習者
がローマ字を習得することが分かった。
(2) 小学校で実際に英語教育活動を実施されている先生と共同で研究し，学級担任でも無理のない，外国語指導
法，教材，評価法を開発することであり指導法及び教材には２冊の本を刊行した。

研究成果の概要（英文）：(1) In the early stages of English language learning, with regards to 
research that enhances the motivation of learners' English learning, the first step that is taken is
 alphabet instruction in elementary schools is Roman letters.  For instruction in Japanese language 
lessons under the Course of Study, the instruction time is as short as 4 hours, which is considered 
an insufficient amount of time as most children seemed not to acquire Roman letters.  We found that 
many learners could understand if they learn them in other subjects, such as the Japanese language, 
transcription and art. By doing this, these course can take advantage of the characteristics of each
 subject and secure 10 class hours. 
(2) We researched jointly with elementary school teachers.  Our purpose was to develop foreign 
language teaching methods, teaching materials and evaluation methods that can be used by classroom 
teachers.  We have published two books on teaching methods based on our research findings.　　

研究分野：小学校外国語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
多様な研究者及び実践者と協同研究により，小学校教育現場で研究を実施し，小学校外国語活動における効果的
なリテラシー指導，小学生目線の実践と小学生目線でない実践，小学校外国語教育の定義―小学校教師の授業創
造力からの視点，小学校英語教育におけるLap Book の指導と評価の試み，教科横断型授業を利用したローマ字
指導チョコレート・プロジェクト―チョコレートから世界の現実に目を向ける力を養成する外国語学習を研究し
発表した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現在の日本の英語教育の現状:教育学では生徒を成長させることを課題とすることが多い。しか
し，理論に基づいた実践が行われているにもかかわらず，英語教育は成功しているとは言い難
い。それを示す結果が文科省調査(2015)で明らかになった。高校３年生の英語 4技能に関する
結果で，CEFRの A1レベル(中学 3年生相当)に，読む力では，73%，聴く力では 76%，書く
力では 87%，話す力では 87%が該当した。つまり高校 3年生の 70％以上の英語力は，4技能
のどれをとっても中学 3年生レベル以下と言える。大学進学率が 50％なので，上位の 50％の
高校生が大学に進学するとしても，少なからぬ大学生が英語リメディアル教育対象である現状
を裏付けている。 
(2) 現状への対策：学習の始まる小学校での英語教育で，動機づけを高めることと認知力を養成
することが重要と考える。その理由として，清田はリメディアルの大学生は学習初めの段階で
英語学習にうまく対処できずに，そのまま苦手意識を持ち続ける（2010）と述べている。研究
代表者の酒井は英語が苦手な学習者の特徴は，英語学習に対する認知力を発達させていない
（2010）ことと，英語学習に対する意識が，頑張ったらできるようになるという努力帰属から，
能力がないからダメだという能力帰属に変わっている（2012）ことと述べている。 
(3) 欧州での外国語教育：欧州の EFL（英語非母語国環境）では，従来の英語教育に加えて
CLILの指導の普及を図っている。酒井は欧州諸国で小中学校の授業を観察したり，欧州各地
から集まった先生たちと共にセミナーを受講したりして，情報を収集し，担当している先生の
英語力レベルや授業内容を分析した結果，日本の小学校に CLILを適切に文脈化できるし，そ
うすることが，英語ができる日本人を増やし，また英語が苦手な日本人を減らすのに効果的だ
と考えるに至った。 
 
２．研究の目的 
(1)英語学習初期に，学習者の英語学習の動機づけと学習者の認知能力を高める CLIL（教科内
容言語統合型学習）の日本への文脈化を図ることである。 
(2)小学校で実際に英語教育活動を実施されている先生と共同で研究し，学級担任でも無理のな
い，外国語指導法，教材，評価法を開発することである。 
(3)小学校の先生が，指導しながら，自分の能力を向上していくことが可能な，授業力効能上の
めやすを策定することである。 
 
３．研究の方法 
小学校の専任教諭，指導アドバイザー，小学校英語支援団体などの小学校外国語教育とかかわ
っている人材との共同研究による。また，研究成果の普及のために，小学生の文字指導および
発達障害に対する指導のセミナーやワークショップを 2016年度は東京で 2回，2017年度は東
京，大阪，名古屋，京都で計 6回開催した。2018年度は東京と大阪で計 3回開催した。 
 
４．研究成果 
研究目的の（１）に対してだが，小学校で最初のアルファベット指導が，学習指導要領上，外
国語での指導ではなく，国語科でのローマ字指導であり，しかも，指導時間が４時間程度で大
文字と小文字の学習を終えるようにくまれているので，時間が大幅に不足し，ほとんどの児童
が，ローマ字を未消化である現実が明らかになった。本研究チームで，研究したところ，他教
科連携型で，国語，書写，図工で，それぞれの教科の特性を生かした授業を実質 10時間確保
すれば，かなりの学習者がローマ字を習得することが分かったので，その授業報告を実践記録
としてまとめた。 
研究目的（２）に対してだが，研究チームでまとめ，指導法及び教材には２冊の本を刊行した。
1冊は 2018年 7月に刊行した『“先生”のための小学校英語の知恵袋』（くろしお出版）であり，
もう 1冊は，2019年 7月に刊行予定の『小学校の英語授業をデザインする ワクワクした授
業を目指して』（大修館書店）である。評価についての研究は，阿部志乃(2018)「小学校英語
教育における Lap Book の指導と評価の試み」,『言語教師教育』，第５巻，第１号，115-129.
がある。 
研究目的（３）は，酒井が研究分担者である基盤研究（B）（課題番号: 16H03459）で，小学
校の先生のための授業力向上のためのポートフォリオである J-POSTLエレメンタリーの研究
に全面的に協力し，小学校英語指導者のポートフォリオ（略称：J-POSTLエレメンタリー）
を完成させた。 
また，ワークショップで寄せられた外国語活動における疑問や回答例はオンラインホワイトボ
ードツール（Padlet）https://padlet.com/pearlsofwisdom/92i2tojjas8zで公開している。 
 
研究チームのその他の論文には， 
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